
平成 27 年度 SSH 海外研修 

27 年 9 月 8 日更新 

実施目的 

1. 国際舞台で活躍できる科学技術者に必要なコミュニケーション能力の育成を目指す。 

2. 異文化に対する理解を深め、他と共生する能力を育む。 

3. 海外の生徒と議論することによって、国際人としての資質を磨き、英語によるコミュニケーショ

ン力、プレゼンテーション力を養う。 

4. シンガポール及び近隣各国の高校生との国際交流、並びに大学の研究者、企業の訪問を通して、

最先端の科学技術研究を学ぶ。 

目的地 

シンガポール 

研修内容 

 研究発表会参加 

 科学技術関連施設、大学、高校訪問 

 科学者講演会及び企業研究機関による科学ワークショップ 

日程 

平成 27 年 7 月 25 日(土) ～平成 27 年 7 月 30 日(木) 

訪問先 

シンガポール国 

参加者数 

2 年生 11 名、引率教員 2 名 

スケジュール 

7 月 25 日（土） 

羽田空港国際線ターミナル 日本航空 JL35 出発 

7 月 26 日（日） 

シンガポール着 南洋工科大学 グローバルサイエンスリンク 2015 

ポスターセッション参加  ポスターセッション賞   第 1 位 

7 月 27 日（月） 

南洋工科大学 企業訪問 (フュージョノポリス MARK ) 

7 月 28 日（火） 

最先端施設見学(ガーデンバイザベイ) ASTAR バイオ施設見学 

7 月 29 日（水） 

学校交流 (Pioneer Secandary School) 

リバーバレーハイスクール発表会 Green award  Popularity award  第 1 位 

チャンギ空港 JL38 出発 

7 月 30 日（木） 

羽田空港着 



感想の一部 

 自分の語学力がなくても伝えようとすれば相手も理解してくれるから失敗を恐れずに話す。 

 積極的に話せるようになった。 

 少し前向きになれた気がする。いろいろなことに挑戦してみたい。 

 語学力が不足していて意思疎通が大変だった。理解してもらえた時が最もうれしかった。 

 
 

 

ガーデン・バイ・ザ・ベイにてマーライオン広場にて

 


